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振込は通帳で確認を

敬老祝金
長寿祝金

市
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
費
用
に
充

て
て
も
ら
お
う
と
、
交
通
助
成

金
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
か
ら
「
高
齢
者
交
通
助

成
割
引
購
入
証
」
を
対
象
者
に

郵
送
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

対
象
は
、
９
月
１
日
（
基
準

日
）
現
在
満
７０
歳
以
上
（
昭
和

７
年
９
月
２
日
以
前
生
ま
れ
）

で
、
基
準
日
ま
で
に
１
年
以
上

市
内
に
住
民
登
録
か
外
国
人
登

録
を
し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、

介
護
保
険
の
要
介
護
度
４
ま
た

は
５
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

に
は
、
経
過
措
置
と
し
て
割
引

購
入
証
を
交
付
せ
ず
、
１１
月
下

旬
に
交
通
助
成
金
を
振
込
に
よ

り
支
給
し
ま
す
。

問
合
せ
は
地
域
福
祉
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
１
５
０
）

へ
。

市
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、

長
寿
を
祝
う
「
敬
老
祝
金
」
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

か
ら
の
「
長
寿
祝
金
」
も
支
給

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
あ
ら
か
じ
め

届
け
出
の
あ
っ
た
銀
行
や
郵
便

局
等
の
口
座
に
、
９
月
２５
日
ご

ろ
に
合
計
額
を
振
り
込
み
ま
す
。

な
お
、
対
象
者
個
人
宛
の
振
込

通
知
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
通
帳

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
は
同
課
（
０
７
９
８

・
３
５
・
３
１
５
０
）
へ
。

�
西
宮
市
敬
老
祝
金
�

１
年
以
上
市
内
在
住
（
９
月

１
日
現
在
の
住
民
登
録
・
外
国

人
登
録
）
の
満
７７
歳
・
８０
歳
の

人
に
１
万
円
、
８８
歳
・
９０
歳
・

９９
歳
の
人
に
２
万
円
、
１
０
０

歳
の
人
に
３
万
円
を
支
給

�
兵
庫
県
長
寿
祝
金
�

県
内
在
住
（
９
月
１５
日
現
在

の
住
民
登
録
・
外
国
人
登
録
）

の
、
満
８６
歳
・
８７
歳
の
人
に
２

０
０
０
円
、
満
８８
歳
以
上
の
人

に
１
万
円
を
支
給

市
は
、
平
成
１４
年
７
月
１２
日

の
都
市
計
画
法
お
よ
び
建
築
基

準
法
の
改
正
に
と
も
な
い
、
都

市
計
画
手
続
き
等
を
進
め
ま
す
。

法
改
正
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

�
用
途
地
域
に
お
け
る
建
ぺ

い
率
の
選
択
肢
の
拡
充
…
こ
れ

ま
で
建
築
基
準
法
で
定
め
ら
れ

て
い
た
第
１
種
・
第
２
種
・
準

住
居
地
域
、
近
隣
商
業
地
域
、

準
工
業
地
域
、
工
業
地
域
の
建

ぺ
い
率
の
選
択
肢
の
拡
充

�
斜
線
制
限
の
適
用
除
外
…

斜
線
制
限
（
道
路
斜
線
・
隣
地

斜
線
・
北
側
斜
線
）
に
よ
り
確

保
さ
れ
る
採
光
、
通
風
等
と
同

程
度
以
上
の
採
光
、
通
風
等
が

確
保
さ
れ
る
建
築
物
の
場
合
の

斜
線
制
限
の
適
用
除
外

�
総
合
設
計
制
度
の
審
査
基

準
を
定
型
化
し
、
特
定
行
政
庁

の
許
可
を
経
ず
に
、
建
築
確
認

の
手
続
き
で
迅
速
に
緩
和
で
き

る
制
度
の
導
入
…
第
１
種
・
第

２
種
・
準
住
居
地
域
、
近
隣
商

業
地
域
、
商
業
地
域
、
準
工
業

地
域
で
一
定
規
模
以
上
の
空
地

・
敷
地
等
を
有
す
る
住
宅
系
建

築
物
に
つ
い
て
、
容
積
率
を
指

定
容
積
率
の
１
・
５
倍
に
緩
和

改
正
を
受
け
て
の

都
市
計
画
変
更
等

市
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

の
建
築
制
限
を
継
続
す
る
こ
と

と
し
、
法
施
行
予
定
の
１
月
ま

で
に
都
市
計
画
等
に
定
め
る
必

要
が
あ
り
、
法
改
正
の
�
、
�

に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
都
市

計
画
手
続
き
を
進
め
ま
す
。

�
に
つ
い
て
…
用
途
地
域
の

変
更
（
現
行
の
建
ぺ
い
率
を

都
市
計
画
に
定
め
る
）

�
に
つ
い
て
…
高
度
地
区
の

変
更
（
現
行
の
北
側
斜
線
制

限
を
継
続
す
る
た
め
第
１
種

・
第
２
種
低
層
住
居
専
用
地

域
に
新
た
な
高
度
地
区
を
指

定
）

都
市
計
画
案
は
１０
月
２
日
か

ら
１５
日
ま
で
公
開
、
執
務
時
間

中
に
都
市
計
画
部
（
市
役
所
南

館
３
階
）
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

こ
の
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、

公
開
期
間
中
、
用
途
地
域
に
つ

い
て
は
県
知
事
あ
て
、
高
度
地

区
に
つ
い
て
は
市
長
あ
て
に
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
問
合
せ
は
都
市
政
策
課

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
６
０

３
）
へ
。

な
お
、
法
改
正
の
�
に
つ
い

て
は
、
市
で
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
都
市
計
画
で
定
め
ら
れ
た
容

積
率
で
運
用
し
ま
す
。
問
合
せ

は
市
街
地
建
築
課
（
０
７
９
８

・
３
５
・
３
７
０
４
）
へ
。

市
は
、
白
水
峡
公
園
墓
地
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。
今
回

の
募
集
箇
所
は
新
規
に
造
成
し

た
箇
所
で
す
。

問
合
せ
は
西
宮
市
斎
園
サ
ー

ビ
ス
公
社
（
〒
６
６
２
―
８
５

６
７
六
湛
寺
町
１０
―
３
�
０
７

９
８
・
３
５
・
３
３
０
６
）へ
。

【
資
格
】
次
の
要
件
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
人

�
９
月
２５
日
現
在
、
市
内
に

住
民
登
録
か
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人
。
た
だ
し
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
被
災
者
（
全
半

壊
・
焼
の
被
災
者
証
明
書
が
必

要
）
で
他
市
へ
住
所
を
移
し
た

人
は
申
込
可
▽
�
配
偶
者
、
６

親
等
内
の
血
族
、
３
親
等
内
の

姻
族
の
遺
骨
（
分
骨
で
の
申
込

不
可
）
が
あ
り
、
墓
を
主
と
し

て
ま
つ
る
人
。
な
お
、
災
害
・

事
故
な
ど
に
よ
り
遺
体
を
回
収

で
き
ず
に
遺
品
の
埋
蔵
を
希
望

す
る
人
は
同
公
社
へ
相
談
を

【
公
募
数
と
使
用
料
】
３
平

方
メ
ー
ト
ル
…
１
４
０
区
画
。

永
代
使
用
料
５５
万
８
４
８
０
円

〜
６０
万
１
４
４
０
円
。
永
代
管

理
料
５
万
３
７
０
０
円
▽
５
平

方
メ
ー
ト
ル
…
７０
区
画
。
永
代

使
用
料
１
０
４
万
円
〜
１
１
２

万
円
。
永
代
管
理
料
１０
万
円

【
申
込
書
の
配
布
】
１０
月
９

日
ま
で
同
公
社
で
。
１
申
込
者

１
通
。
業
者
に
は
配
布
し
ま
せ

ん
。
郵
送
希
望
者
は
、
１
４
０

円
切
手
（
返
信
用
）
と
、
住
所

・
氏
名
・
電
話
番
号
・
「
募
集

案
内
希
望
」
を
書
い
た
メ
モ
を

同
封
し
、
１０
月
２
日（
必
着
）ま

で
に
封
書
で
同
公
社
へ
申
込
を

【
申
込
】
１０
月
９
日
ま
で
に

同
公
社
へ
郵
送
（
消
印
有
効
）

か
持
参
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

【
現
地
案
内
】
１０
月
５
・
６

日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
に

同
墓
地
募
集
区
画
入
口
に
案
内

所
を
設
置
（
見
学
は
同
日
以
外

で
も
可
能
で
す
）

被
災
者
自
立
支
援
金
制
度
は
、

平
成
１２
年
４
月
２８
日
が
申
請
期

限
日
で
す
が
、
期
限
日
ま
で
に

申
請
で
き
な
か
っ
た
事
由
が
あ

り
、
申
請
期
限
日
に
支
給
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
は
、

現
在
も
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

世
帯
主
が
被
災
し
て
い
な
い

世
帯
に
つ
い
て
は
、
支
給
対
象

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
た

び
、
住
家
が
全
壊
し
た
世
帯
ま

た
は
半
壊
し
解
体
し
た
世
帯
の

被
災
時（
平
成
７
年
１
月
１７
日
）

世
帯
主（
主
た
る
生
計
維
持
者
）

で
あ
っ
た
人
を
含
む
、
平
成
１２

年
４
月
２８
日
時
点
の
世
帯
に
つ

い
て
は
、
特
例
的
に
支
給
対
象

に
な
り
ま
し
た
。
他
の
要
件
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
（
例
…
世

帯
主
の
年
齢
を
問
わ
な
い
場
合
、

平
成
１２
年
４
月
２８
日
時
点
の
世

帯
全
員
の
平
成
８
年
ま
た
は
９

年
の
総
所
得
合
計
額
が
３
４
６

万
円
以
下
等
）。

申
請
は
１０
月
１
日
か
ら
来

年
３
月
３１
日
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。
詳
し
く
は
市
災
害
援

護
管
理
室
（
Ｊ
Ｒ
西
ノ
宮
駅

南
側
フ
レ
ン
テ
西
館
３
階
�

０
７
９
８
・
３
３
・
９
５
４

１
、
０
７
９
８
・
３
３
・
９

５
７
４
）
へ
問
合
せ
を
。

教
育
委
員
会
は
、
来
年
４
月

に
市
立
小
学
校
へ
入
学
す
る
幼

児
を
対
象
に
、
就
学
時
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
健
康
診
断
は
法
律
に
基

づ
い
て
行
う
も
の
で
す
が
、
特

別
な
準
備
は
一
切
不
要
で
す
。

対
象
は
、
平
成
８
年
（
１
９
９

６
年
）４
月
２
日
か
ら
９
年（
１

９
９
７
年
）
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
幼
児
で
す
。

９
月
３０
日
現
在
、
市
内
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人
や
就
学

申
請
し
た
外
国
籍
の
人
に
は
事

前
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

届
か
な
い
人
は
学
事
課
（
０
７

９
８
・
３
５
・
３
８
５
０
）
へ

ご
連
絡
を
。
１０
月
１
日
以
降
に

転
入
し
た
人
は
、
転
入
届
を
行

う
窓
口
で
お
渡
し
す
る
「
手
続

き
案
内
」に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
日
に
欠
席
す
る
場

合
は
、
該
当
の
小
学
校
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
情

に
よ
り
健
康
診
断
日
に
受
診
し

な
く
て
も
、
来
年
１
月
末
ご
ろ

に
就
学
通
知
を
送
り
ま
す
。

健
康
診
断
に
つ
い
て
の
問
合

せ
は
学
校
保
健
課
（
０
７
９
８

・
３
５
・
３
８
６
０
）
へ
。

【
健
康
診
断
日
・
会
場
】
１０

月
１５
日
…
浜
脇
・
夙
川
・
苦
楽

園
・
段
上
・
平
木
・
高
木
・
瓦

林
・
春
風
・
用
海
・
甲
子
園
浜

・
鳴
尾
北
・
高
須
東
小
学
校
▽

１８
日
…
西
宮
浜
・
北
夙
川
・
上

ケ
原
・
段
上
西
・
樋
ノ
口
・
上

甲
子
園
・
鳴
尾
・
南
甲
子
園
・

船
坂
・
北
六
甲
台
小
学
校
▽
２５

日
…
香
櫨
園
・
安
井
・
甲
陽
園

・
神
原
・
甲
東
・
上
ケ
原
南
・

津
門
・
鳴
尾
東
・
高
須
南
・
小

松
・
名
塩
・
生
瀬
小
学
校
▽
２９

日
…
大
社
・
広
田
・
瓦
木
・
深

津
・
今
津
・
高
須
西
・
山
口
・

東
山
台
小
学
校

市
や
兵
庫
行
政
評
価
事
務
所

な
ど
は
、
１０
月
８
日
の
午
後
１

時
か
ら
４
時
ま
で
、「
特
別
合
同

相
談
所
」
を
市
役
所
本
庁
舎
２

階
２
５
２
会
議
室
に
開
設
し
ま

す
。
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
。

弁
護
士
に
よ
る
相
談
は
先
着
２４

人
で
す
。
相
談
無
料
。

借
地
・
借
家
、
金
銭
貸
借
問

題
、
土
地
・
建
物
の
登
記
手
続

き
、
隣
地
境
界
や
建
築
に
よ
る

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
の
各

種
法
律
問
題
や
、
税
金
、
年
金
、

介
護
保
険
制
度
な
ど
身
近
な
生

活
問
題
に
つ
い
て
、
行
政
機
関

や
弁
護
士
、
建
築
士
な
ど
専
門

家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
・
市
の
仕
事
に

関
す
る
行
政
相
談
も
で
き
ま
す
。

問
合
せ
は
市
民
相
談
課
（
０

７
９
８
・
３
５
・
３
１
０
１
）へ
。

市
内
の
ご
家
庭
で
、
強
力
な

磁
力
を
利
用
す
る
磁
気
活
水
器

を
メ
ー
タ
ー
付
近
に
取
り
付
け

て
い
る
た
め
に
、
水
道
メ
ー
タ

ー
の
計
測
に
支
障
を
き
た
す
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

日
本
水
道
協
会
が
実
施
し
た

調
査
の
結
果
、
活
水
器
お
よ
び

水
道
メ
ー
タ
ー
の
構
造
に
よ
っ

て
、
水
道
メ
ー
タ
ー
に
近
接
し

て
活
水
器
が
設
置
さ
れ
た
場
合
、

計
測
に
影
響
を
受
け
る
場
合
が

あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。

水
道
メ
ー
タ
ー
の
計
測
を
正

確
に
し
、
検
針
業
務
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
、
磁
気
活
水
器
を

設
置
す
る
家
庭
は
、
水
道
メ
ー

タ
ー
か
ら
５０
�
以
上
離
し
た
位

置
に
設
置
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
既
に
水
道
メ
ー
タ
ー

か
ら
５０
�
未
満
の
位
置
に
設
置

し
て
い
て
、
メ
ー
タ
ー
に
支
障

を
き
た
し
て
い
る
場
合
は
移
設

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
今
後
磁
気
活
水
器

の
設
置
を
計
画
し
て
い
る
家
庭
、

も
し
く
は
不
明
な
点
が
あ
る
場

合
は
、
水
道
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
は
水
道
局
給
水
装
置

課
（
０
７
９
８
・
３
２
・
２
２

３
１
）
へ
。

【
７
月
分
】
�
市
あ
て
�
★

「
青
い
鳥
」
福
祉
基
金
へ

ヨ

ネ
ダ
美
容
室
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
兵
庫
県
第
５５
団
、
み
ど
り
屋

書
店
、
中
西
保
、
兵
庫
県
下
競

走
労
働
組
合
員
一
同
、
兵
庫
県

競
輪
従
事
員
共
済
会
員
一
同
、

平
野
清
子
、
村
上
靖
子
、
心
身

道
強
虎
、
村
田
泰
造
、
宇
都
宮

春
江
、
高
丸
真
理
チ
ャ
リ
テ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
心
は
地
球
を
か
け

め
ぐ
り
実
行
委
員
会
一
同
、
匿

名
１
件
�
合
計
４７
万
８
５
０
７

円
�
社
会
福
祉
協
議
会
あ
て
�

★
善
意
銀
行
へ

河
瀬
喜
和
子
、

グ
ル
ー
プ
つ
く
し
ん
ぼ
、
匿
名

１
件
�
合
計
１
万
１
０
０
０
円

★
物
品
の
寄
付
（
車
い
す
、
ふ

き
取
り
布
）

グ
ル
ー
プ
つ
く

し
ん
ぼ
、
播
間
一
彦
、
匿
名
１

件
【
８
月
分
】
�
市
あ
て
�
★

教
育
振
興
基
金
へ

東
光
寺

２５
万
円

（
敬
称
略
）

改正後

３０％、４０％、
５０％、６０％

５０％、６０％、
８０％

６０％、８０％

８０％

５０％、６０％

現 行

３０％、４０％、
５０％、６０％

６０％

８０％

８０％

６０％

用途地域

１低専、２低専、１中高
２中高、工業専用

１住居、２住居、
準住居、準工業

近商

商業

工業

指
定
建
ぺ
い
率
の
数
値

これまでの助成金支給に代えて

高齢者交通助成
割引購入証を送付

水道局からのお知らせ

磁気活水器設置の
場合はご注意を

白
水
峡
公
園
墓
地
の

使
用
者
を
募
集
し
ま
す

申
込
は
１０
月
９
日
ま
で
に

健康診断を実施します

来春市立小学校入学者を対象に

都
市
計
画
法

建
築
基
準
法

の
改
正
に
と
も
な
う

都
市
計
画
の

変
更
等
に
つ
い
て

１０月８日に開設

特別合同相談所

法律問題や身近な生活問題など

被災者自立支援金制度の
見直しについて

～未受給世帯が対象です～

新
し
い
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん

（２）平成１４年（２００２年）９月２５日


